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日本国憲法のあゆみと調布


展示を準備しての感想





　今年のたづくりまつりは例年より１カ月早い開催となり、「憲法ひろば」事務局は表記のテーマを決めて３月初めから準備に入った。①軍に協力した町が、②憲法発布を期に憲法普及に官民あげて努力した。しかし③朝鮮戦争をきっかけとして、国は再軍備と「逆コース」をあゆみはじめる。④そのなかで調布は革新市政を誕生させ「非核平和都市宣言」を発表し、市民の運動で図書館民営化も阻止。⑤９条の会「憲法ひろば」も誕生させ、改憲阻止の声をあげ続けている。こうした展示のコンセプトは決めたが、問題はビジュアルな写真、資料をどう用意するかだった。頼りの郷土博物館には資料がほとんどないことがわかり、郷土史家の古橋研一さんなど市民の方々の協力を得るしかなかった。①～⑤の担当を決め、図書館資料のコピーや関係者からの収集、写真撮影に努めた。


　展示は模造紙10枚。展示物搬入日まで作業は続いた。これらを市民がどの程度見てくれたかはわからないが、①②などのジャンルの写真や資料は知らない市民が多かったにちがいない。②に関わる『あたらしい憲法のはなし』の冊子が15冊販売できたのはそのことを示しているように思われる。


　今回の仕事を通して痛切に感じたことは、現在の資料の保存、継承が非常に大事である、それは意識的に集めていなければ散逸してしまうであろうということである。今回の展示物の保存、継承もしていきたいものである。


　　　　　　　（岩本　努・記）





　たづくりまつり２０１９（５月24日～26日）に展示「日本国憲法のあゆみと調布」、松井久子監督ドキュメンタリー映画「不思議なクニの憲法」上映会（25日①10時～、②14時～）で参加。上映会には59名の参加があった。展示については左の手記と写真をごらんください。　　（編集部）





不思議なクニ日本





　憲法が生まれた年に誕生した松井監督、憲法に守られて生きていると思っていたが、危うさを感じるようになってきた。とくに安倍政権になってから、秘密保護法や安保法制、なんでも強行採決で決まってしまい、憲法も無視する政府に国民は怒るどころか口をつぐみ、政府はやりたい放題。国民がこれほど政治のことを考えない国が他にあるだろうか？不思議だなあ、国家も国民もという思いで「クニ」というカタカナを使った。





若い人がいない





　２０１５年５月３日の憲法集会に行ってみた。熱気あふれる会場を埋めるのは年配者と団体の幟（のぼり）旗。若い人の姿は稀れだ。帰途、若者が溢れる渋谷で「今日は何の日？」と訊いても、知っているのは１割に満たなかった。そんな折、「戦争がしたくなくてふるえる」というデモを札幌大通りでするという呼びかけをＳＭＳでみつけ、出かけて行った。金髪に付けまつげ、ミニスカートの高塚愛鳥さんがロックのリズムをバックに呼びかけるとぞくぞくと若者たちが集まり、６５０人のデモ行進になった。





足元にある政治





　３・１１と安倍政権による新安保法制（戦争法）の強行採決は、確かに若者を含めこれまで政治に無関心だった人たちの意識を動かした。「制服向上委員会」という社会派アイドルも誕生したし、学生の政治団体「シールズ」の活発な動きがマスコミの注目を浴びた。これに対し、日常の様々な問題、例えば校門のそばに横断歩道を作ってほしいと要求することも政治につながると考えるＮＰＯ法人Ｙｏｕｔｈ Ｃｒｅａｔｅのような活動もある。インターネットによる選挙運動が解禁になったのはこの団体の活動の成果だ。





戦争は人間破壊





　戦争は日常を破壊し、人間を非人間にする。レイプはその典型的なもので、戦争にはつきもの。女性、子ども、障害者は真っ先に犠牲になる。日本は９条によって東北アジアの平和に貢献していると語る韓国の政治学者南基正さんは、日本の市民運動の底力はこの日常性への執着だと言う。政治に背を向け、日常性にしがみつく国民性が徹底すると、いくら政府が戦争したくてもできないのではないか、と、映画をみながら考えた。





格差と貧困が戦争とテロの原因





　国家予算で軍事費が増え続ける一方で、子どもたちが貧困にあえいでいる。軍事費を増やせば増やすほど格差と貧困が広がるのだ。戦争とテロを無くすためには、格差と貧困を無くすためにお金を費やすことだ、と「明日の自由を守る若手弁護士の会」の竪十萌子さんは言う。





大切なのは個人





　すべての個人が自分らしく、幸福を追求していくことを保障しているのが憲法だということが、あまり政治に関心のない会社員から、高校生、主婦、弁護士、ジャーナリスト、政治家、憲法学者まで、さまざまな人の証言で、明らかになっていく映画だった。





　（石川康子・記）
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